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外国人(がいこくじん) に向(む)けた わかり

やすい 日本語(にほんご) のページです。

やさしい 日本語(にほんご)で いろいろな

情報(じょうほう) を おつたえします。

第９回

　台風（たいふう）が　多（おお）い　季節（きせつ）に　なりました。

真鶴（まなづる）は　山（やま）と　海（うみ）が　ある　町（まち）です。台風（たいふう）に　しっかり　備（そな）えましょう。

１.　台風（たいふう）が　来（く）る　前（まえ）に　「準備（じゅんび）する　物（もの）」を　確認（かくにん）する

【翻訳】まなづる国際交流協会

やさしい
日本語 「台風の季節がやってきた」

た  い   ふ  う き       せ  つ

２.　台風（たいふう）が　来（く）る　前（まえ）に　「避難場所（ひなんばしょ）」を　確認（かくにん）する

３.　台風（たいふう）が　来（き）たら　気（き）を　つける

５.　町（まち）の　スピーカーから　避難指示（ひなんしじ）が　聞（き）こえたら　避難（ひなん）する

６.　台風（たいふう）の　情報（じょうほう）を　集（あつ）める

●第（だい）５回（かい）　やさしい　日本語（にほんご） 　「災害（さいがい）の　ために　準備（じゅんび）する  物（もの）」 

　（下記二次元コード）  を　もう　一度（いちど）　読（よ）む。

●足（た）りない　ものが　ないか　確認（かくにん）する。　足（た）りない　ときは　追加（ついか）　する。

●第（だい）３回（かい） やさしい　日本語（にほんご）　「地震（じしん）や　津波（つなみ）の　とき、どこに　逃（に）げる？」

　（下記二次元コード）を　もう　一度（いちど）　読（よ）む。

●避難（ひなん）する　場所（ばしょ）を　家族（かぞく）で　確認（かくにん）する。

●台風（たいふう）が　来（く）ると　風（かぜ）が　強（つよ）く　なり、　雨（あめ）が　たくさん　ふる。

●風（かぜ）で　物（もの）が　飛（と）んで　きたり、　木（き）や　電柱（でんちゅう）が　たおれる　ことが　ある。

●雨（あめ）が　たくさん　ふると　川（かわ）の　水（みず）が　あふれる　ことが　ある。

●家（いえ）の　外（そと）は　危険（きけん）が　いっぱい。　できるだけ　家（いえ）の中（なか）に　いる。

●家族（かぞく）みんなで　避難場所（ひなんばしょ）に　すぐに　避難（ひなん）する。

●テレビや　ラジオの　ニュース

●気象庁（きしょうちょう）の　ホームページ（https://www.jma.go.jp/jma/index.html）

●町（まち）の　放送（ほうそう）や　防災（ぼうさい）メール

やさしい日本語の

バックナンバーはこちらから

真鶴町お知らせメールの

登録はこちら

気象庁

ホームページ

４.　真鶴町（まなづるまち）の　とくちょうを　考（かんが）えて　行動（こうどう）する

山（やま）が　近（ちか）くて　坂（さか）

が　多（おお）い

海（うみ）が　近（ちか）い

交通（こうつう）は　車（くるま）と　

電車（でんしゃ）

とくちょう きけん こうどう

たくさんの　水（みず）と　土砂（どしゃ）が、

川（かわ）や　坂（さか）を　流（なが）れる。

波（なみ）が　大（おお）きく　なる。

道路（どうろ）が　通（とお）れない。　

電車（でんしゃ）が　とまる。

川（かわ）に　近（ちか）づかない。　

道（みち）を　歩（ある）く　ときは　よく　

気（き）を　つける。

海（うみ）に　近（ちか）づかない。

出（で）かけない。早（はや）く家（いえ）に

帰（かえ）る。

連

　載

～教育は人づくり、人づくりはまちづくり、まちの未来づくり～

２０２４年度 第１回「教育を語り合う会」を開催しました！

～教育は人づくり、人づくりはまちづくり、まちの未来づくり～

２０２４年度 第１回「教育を語り合う会」を開催しました！

　真鶴町教育委員会では、「素晴らしい一貫教育校を真鶴町民みんなの力で」を合言葉に、将来の学校や教育について
町民みんなで話し合う場として、昨年度から「教育を語り合う会」を開催しています。今年度第１回目は６月15日(土)、
42名の方々の参加（９グループ編成）のもと、社会教育主事有資格者である塩田指導主事の進行で、町民センター３階
の講堂を会場に行われました。今回のワークショップのテーマは、「みんなが使う空間、『どんな工夫』ができるか
な︖」でした。塩田指導主事からは、全国各地の工夫された学校施設が画像を使って紹介され、イメージを膨らませた
参加者の皆さんからは、たくさんの意見や要望が出されました。これから、
学校建設準備委員会を中心に、そのいくつかを新たな学校の基本構想・基本
計画に盛り込んでいくことになります。それでは、今回のワークショップで
話し合われた主な内容を紹介します。　

トイレ

●風通しのよいトイレ　●男女とも個室　●鏡のあるトイレ
●臭いがこもらない設計　●ジェンダーレストイレ
●掃除のしやすいトイレ　●物を置けるスペース
●サンダルに履き替えなくていいトイレ　●バリアフリー

学校図書館

●窓が多く光が差し込む図書館　●ゆったり読める工夫
●好きな姿勢で読める　●地域の人も利用できる図書館
●自主学習ができる　●本好きな司書のいる図書館
●子ども目線に合わせた棚　●ＷＥＢ検索できる図書館

教室

●広い教室（個のスペース）
●明るい自然光が入る空間　
●可変性のある教室
●パーテーションで自由に区切る
●人数の増減に柔軟に対応できる
●専用のロッカー　●木のぬくもり 
●プロジェクターが投影できる黒板

ランチルーム 

●みんなで集まってランチルームで食べる　●地産地消
●地域の食堂としてのランチルーム　●選べるメニュー
●作った人の顔が見える　●災害時を想定　●テラス席
●音楽が流れているランチルーム　●カフェのような空間

屋上 

●安全を確保し自由に入れる　●ロマンチック　●菜園

昇降口 

●学校の顔となるような昇降口　●セキュリティを万全に
●絵とか作品の発表の場に　●裸足で遊んで足が洗える  
●ゆったりした大きさの靴箱　●靴のまま校内に入れる
●靴の出し入れで保護者に連絡が来る（見守り機能）

特別教室 

●先生のこだわりが詰まった教室　●町民も利用できる
●ちょっとした発表スペース　●プロの技を学べる教室
●災害時を見越し外から入れる調理室とランチルーム
●息抜きをしたい子どもがいられる場所

グラウンド 

●スペースの確保（200mトラック）　●水はけ
●低学年がゆったり遊べる場所が確保される
●緑地スペース　●木陰のあるグラウンド

 体育館・プール 

●冷暖房付き体育館　●シャワー・トイレ・更衣室
●安全に物が管理できる　●ネット環境　
●温水プール

職員室 

●先生方がほっとできるスペースの確保　●ＩＣＴ対応
●児童生徒が声をかけやすい職員室　●収納スペース
●先生たちが仲良くなれる職員室　●共有用電光掲示板

地域交流スペース・廊下・中庭等 
●コミュニティルーム　●体を動かしたくなる空間
●遊具やベンチのある中庭　●ビオトープ　●Wi-Fi

●就学前のお子さんからトイレの話題の際、「小便器はあった方が良い。理由は幼稚園
　の先生から教えてもらい、自分一人で出来るようになったことがうれしいから。」
　トイレは、自己達成感の表現の場でもあることに気付かされました。
●子どもがわくわくと行きたくなる学校は、地域の方も行きたくなる場になることが必
　要だと感じました。とても楽しく、あっという間の時間でした。
●新しい学校づくりという、とても可能性のあるプロジェクトにわくわくします。

●必ず「地域」がキーワードとして出てきます。地域と学校が手を取り合って協議するこ
　とで、地域が活性化するのだと改めて感じました。次回もぜひ参加したいと思います。
●自由なアイデアが変化をうむと思ってます。こういう場で出たアイデアを形にしていく
　ことが、よい学校を作ることになると思います。
●教育を語り合う会は、「こうしてほしい」と願いを言う場ではなく、語り合う中で、み
　んなの思いを一つにしていく場なのだと感じました。
●昨年度の語り合う会の結果が、学校建設委員会でどのように活かされている
　のか知りたい。

次回は、10月26日(土)9:30～11:30、町民センター3階講堂を予定しています。

問い合わせ　教育課教育総務係　☎内線４３７

詳細な内容はコチラから ➡

  終了後の振り返り（一部）

◆ワークショップテーマ「みんなが使う空間、『どんな工夫』ができるかな？」


